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(57)【要約】
【課題】医療用電子機器に直接触れることなく操作を可
能とするユーザインタフェースを実現すること。
【解決手段】本発明は、所定の操作と対応する操作部１
０と、操作部１０から所定の距離ｄにある特定の温度範
囲内の物体を非接触で検出する非接触温度センサ１１と
、非接触温度センサ１１で特定の温度範囲内の物体を検
出した際の信号に基づき操作部１０と対応する操作の実
行を制御する制御部１２とを有する医療用電子機器１で
ある。また、本発明は、所定の操作と対応する操作部１
０から所定の距離ｄにある特定の温度範囲内の物体を非
接触で検出する工程と、特定の温度範囲内の物体を検出
した際の信号に基づき操作部１０と対応する操作の実行
を制御する工程とを有する医療用電子機器１の制御方法
である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の操作と対応する操作部と、
　前記操作部から所定の距離にある特定の温度範囲内の物体を非接触で検出する非接触温
度センサと、
　前記非接触温度センサで前記特定の温度範囲内の物体を検出した際の信号に基づき前記
操作部と対応する操作の実行を制御する制御部と
　を有する医療用電子機器。
【請求項２】
　前記制御部は、前記非接触温度センサから出力される前記特定の温度範囲内の物体を検
出した際の信号を予め設定した時間以上連続して受けた際に前記操作部と対応する操作の
実行を制御する
　請求項１記載の医療用電子機器。
【請求項３】
　前記操作部への接触を検出する接触センサを備えており、
　前記接触センサの出力信号線と前記非接触温度センサの出力信号線とが前記制御部へ並
列に入力している
　請求項１または２記載の医療用電子機器。
【請求項４】
　前記非接触温度センサは、前記物体の距離を検出する距離検出部を備えており、前記距
離検出部で前記物体が前記所定の距離にあることを検出した際に前記制御部へ前記信号を
出力する
　請求項１から３のうちいずれか１項に記載の医療用電子機器。
【請求項５】
　前記非接触温度センサは、前記特定の温度範囲に対応する赤外線を検出するため前記所
定の距離を設定するレンズを備える
　請求項１から４のうちいずれか１項に記載の医療用電子機器。
【請求項６】
　前記操作部が複数設けられ、複数の操作部に対応して複数の非接触温度センサが設けら
れており、
　前記複数の非接触温度センサのそれぞれの検出範囲が重ならないよう設けられている
　請求項１から５のうちいずれか１項に記載の医療用電子機器。
【請求項７】
　所定の操作と対応する操作部から所定の距離にある特定の温度範囲内の物体を非接触で
検出する工程と、
　前記特定の温度範囲内の物体を検出した際の信号に基づき前記操作部と対応する操作の
実行を制御する工程と
　を有する医療用電子機器の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用電子機器および医療用電子機器の制御方法に関する。詳しくは、非接
触で操作指示を受け付けるユーザインタフェースを備えた医療用電子機器および医療用電
子機器の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子機器におけるユーザインタフェースには、操作ボタン等を直接押すタイプが多く用
いられている。すなわち、操作・制御の例としては、操作ボタン等を物理的に直接押すこ
とで、基板に設けられたスイッチ等の回路が反応して押されたことを認識し、制御対象部
分に制御信号を送るものである。
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【０００３】
　さらに、タッチパネル方式のユーザインタフェースも用いられている。タッチパネルに
は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＰＤＰ（Plasma Display Panel）、ＣＲＴ（Ca
thode Ray Tube）等の表示装置の上に置いて用いられる抵抗膜方式がある。これは、それ
ぞれ透明な基板に透明導電膜を付着させた一対のパネルを用い、導電膜の側を対向させて
、その間に絶縁性のスペーサを点状に配置したものである。それぞれの導電膜には電極が
形成されており、ペンまたは指で片側の基板を押圧して上下の導通をとることにより座標
を検出する（例えば、特許文献１、２参照。）。
【０００４】
　また、立体映像に関するユーザインタフェースとして、立体映像が空間に表示される付
近にセンサを設け、観察者が動かす指の位置データ（座標）をコンピュータに瞬時に送り
、リアルタイムで描画処理するシステムも考えられている（例えば、特許文献３参照。）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－０３７３４４号公報
【特許文献２】特表２００８－５１５５８３号公報
【特許文献３】国際公開第２００７－０１８１１１号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、操作ボタンやタッチパネルの押下によるユーザインタフェースでは、ボ
タン等を指等で直接触れることになるため、衛生的な環境で用いられる医療用電子機器へ
の適用には不向きである。また、立体映像に関するユーザインタフェースでは、システム
構成が複雑になるという問題がある。
【０００７】
　本発明は、医療用電子機器に直接触れることなく操作可能な技術の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、所定の操作と対応する操作部と、操作部から所定の距離にある特定の温度範
囲内の物体を非接触で検出する非接触温度センサと、非接触温度センサで特定の温度範囲
内の物体を検出した際の信号に基づき操作部と対応する操作の実行を制御する制御部とを
有する医療用電子機器である。
【０００９】
　このような本発明では、非接触温度センサで特定の温度範囲内の物体、例えば操作者の
指が操作部から所定の距離に入ったことを検知し、これにより操作の実行を制御している
。このため、操作者は操作部に直接触れることなく所定の操作を制御できるようになる。
【００１０】
　ここで、本発明の医療用電子機器は、医療機器と接続される機器であったり、医療機器
そのものに組み込まれているものであったりする。本発明の医療用電子機器は、主として
ユーザインタフェース部分に特徴があるため、操作部によって受け付ける操作が医療機器
の操作や医療機器に対する指示、設定など、各種の操作と対応したものとなっている。
【００１１】
　本発明の医療用電子機器は、制御部が、非接触温度センサから出力される特定の温度範
囲内の物体を検出した際の信号を予め設定した時間以上連続して受けた際に操作部と対応
する操作の実行を制御する。これにより、操作の実行を指示しない他の物体を誤検出する
ことを防止する。
【００１２】
　また、本発明の医療用電子機器は、操作部が複数設けられ、複数の操作部に対応して複
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数の非接触温度センサが設けられている場合、複数の非接触温度センサのそれぞれの検出
範囲が重ならないよう設けられている。これにより、複数の操作部に対する指示を的確に
判別する。
【００１３】
　また、本発明は、所定の操作と対応する操作部から所定の距離にある特定の温度範囲内
の物体を非接触で検出する工程と、特定の温度範囲内の物体を検出した際の信号に基づき
操作部と対応する操作の実行を制御する工程とを有する医療用電子機器の制御方法である
。
【００１４】
　このような本発明では、非接触温度センサで特定の温度範囲内の物体、例えば操作者の
指が操作部から所定の距離に入ったことを検知し、これにより操作の実行を制御している
。このため、操作者が操作部に直接触れることなく所定の操作を制御できるようになる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、医療用電子機器に直接触れることなく操作を制御することが可能とな
る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施形態に係る医療用電子機器の構成を説明するブロック図である。
【図２】操作パネルへの適用例を説明する図である。
【図３】医療用電子機器として用いられるモニタへ本実施形態を適用した例を示す図であ
る。
【図４】非接触温度センサによる受光の焦点距離の設定例を説明する図である。
【図５】非接触温度センサによる物体の検出位置に応じた制御例を説明する図である。
【図６】本実施形態に係る医療用電子機器の制御方法の基本的な流れを説明するフローチ
ャートである。
【図７】本実施形態に係る医療用電子機器の制御方法における距離による操作の制御方法
の例を説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を実施するための形態（以下、「実施形態」という。）について説明する
。なお、説明は以下の順序で行う。
　１．医療用電子機器（ブロック構成の例、操作パネルへの適用例、モニタへの適用例）
　２．非接触温度センサの構成例（焦点距離の設定例、距離による操作の制御例）
　３．医療用電子機器の制御方法（基本的な制御方法の例、距離による操作の制御方法の
例）
【００１８】
＜１．医療用電子機器＞
［ブロック構成］
　図１は、本実施形態に係る医療用電子機器の構成を説明するブロック図である。すなわ
ち、本実施形態に係る医療用電子機器１は、主として操作部１０、非接触温度センサ１１
、制御部１２を備えている。また、必要に応じて接触スイッチ１３を備えている。
【００１９】
　操作部１０は、医療用電子機器１における所定の操作と対応した操作選択のためのボタ
ンとなっている。図１では基本構成を示していることから１つの操作部１０のみが示され
ているが、実際には複数の操作に対応した複数の操作部１０が設けられている。
【００２０】
　非接触温度センサ１１は、操作部１０から所定の距離にある特定の温度範囲内の物体を
非接触で検出するセンサである。具体的には、赤外線センサが用いられており、所定の波
長から成る赤外線を受光して温度情報に変換する機能を有している。本実施形態の非接触
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温度センサ１１では、所定の距離にある物体の温度（赤外線放出量）を検出する構成とな
っている。検出対象物が指である場合、所定の温度範囲としては人体の体温に基づく指の
表面温度となっている。
【００２１】
　また、本実施形態では、非接触温度センサ１１で物体（例えば、指）の温度を検出する
にあたり、操作部１０から所定の距離ｄの位置を検出位置に設定している。例えば指を操
作部１０に接近させた際、操作部１０から距離ｄの位置にある指の表面温度を検出する。
【００２２】
　非接触温度センサ１１は、操作部１０から距離ｄにある物体の温度を検出し、予め設定
された特定の温度範囲内であれば検出した旨の信号を出力する。なお、非接触温度センサ
１１は、操作部１０から距離ｄにある物体の温度を検出し、その温度に関する情報を常に
出力してもよい。この場合、温度が特定の温度範囲内にあるか否かの判断は、後段の制御
部１２で行うことになる。
【００２３】
　制御部１２は、非接触温度センサ１１で特定の温度範囲内の物体を検出した際の信号に
基づき操作部１０と対応する操作の実行を制御する操作制御信号を出力する部分である。
非接触温度センサ１１が常に温度情報を出力する構成の場合には、制御部１２は、非接触
温度センサ１１から出力される温度情報に基づき、温度が特定の温度範囲内にある場合に
操作制御信号を出力する。この操作制御信号を後段の機器が受けることで、操作部１０に
対応した操作が実行される。
【００２４】
　ここで、制御部１２は、非接触温度センサ１１から出力される特定の温度範囲内の物体
を検出した際の信号もしくは特定の温度範囲内となる温度情報を、予め設定した時間以上
連続して受けた際に操作部１０と対応する操作の実行を制御する。この設定する時間は、
操作部１０に対する操作指示が明確となる時間であり、例えば、１～２秒程度である。こ
れにより、操作部１０に誤って物体（例えば、指）が接近した際の誤操作を防ぐ。
【００２５】
　本実施形態の医療用電子機器１では、操作部１０への物体（例えば、指）の接触を検出
する接触スイッチ１３が設けられている。接触スイッチ１３は、操作部１０が物体（例え
ば、指）で押された際に回路が閉じるスイッチであり、出力信号線が非接触温度センサ１
１の出力信号線と並列して制御部１２に送られている。
【００２６】
　したがって、本実施形態の医療用電子機器１では、操作部１０に特定の温度範囲の物体
（例えば、指）が接近した場合のほか、操作部１０に物体が接触した場合も制御部１０へ
操作部１０が選択された旨の信号が送られる。制御部１０は、非接触温度センサ１１およ
び接触スイッチ１３のいずれかより信号が送られた際に、操作部１０に対応した操作の実
行を制御する操作制御信号を出力する。
【００２７】
　また、本実施形態の医療用電子機器１では、非接触温度センサ１１から制御部１２へ接
続される出力信号線の途中にスイッチＳＷが設けられている。非接触温度センサ１１を利
用せず、接触スイッチ１３のみで操作部１０の操作を検出する場合には、スイッチＳＷを
開けておき、非接触温度センサ１１からの信号が制御部１２へ送られないようにする。一
方、非接触温度センサ１１を利用する場合にはスイッチＳＷを閉じておく。これにより、
非接触温度センサ１１による信号が制御部１２へ送られる。ここで、図１ではスイッチＳ
Ｗが非接触温度センサ１１の出力信号線の途中に設けられているが、制御部１２に内蔵さ
れていたり、制御部１２の内部回路で非接触温度センサ１１からの信号を無効にする構成
となっていてもよい。
【００２８】
　本実施形態の医療用電子機器１は、特に医療現場で使用されることから、操作部１０の
表面や筐体表面に抗菌処理が施されているものが望ましい。本実施形態の医療用電子機器
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１は、操作者による操作指示を受け付けるユーザインタフェース部分に適用できる。例え
ば、プリンタ、モニタ、映像記録装置、各種医療機器の操作パネル（ユーザインタフェー
ス）として実現される。
【００２９】
　本実施形態では、非接触温度センサ１１で検出する特定の温度範囲内の物体を操作部１
０に接近させるだけで、直接触れることなく機器に対する操作制御を行うことができる。
この特定の温度範囲として、指の表面温度であったり、手袋を介した指部分の表面温度に
設定しておくことで、操作者は指を操作部１０に近づけるだけで直接触れることなく所望
の操作を実行できるようになる。本実施形態では、非接触温度センサ１１を用いることで
、簡単な構成でありながら非接触のユーザインタフェースを構成することができる。
【００３０】
　なお、非接触温度センサ１１で検出する温度範囲はユーザによって変更できるようにな
っていてもよい。例えば、予め複数の温度範囲を用意しておき、ユーザが適用する温度範
囲を選択する構成が考えられる。また、温度範囲の設定モードを用意し、実際に検出対象
とする物体（例えば、指）を操作部１０に接近させて温度を検出し、その検出した温度を
中心とした所定の温度範囲を検出用の温度範囲として設定する構成も考えられる。
【００３１】
［操作パネルへの適用例］
　図２は、操作パネルへの適用例を説明する図である。図２では、医療用電子機器１の操
作パネルについて本実施形態の構成を適用した例である。例えば、医療現場で用いられる
プリンタに適用する場合、印刷のための決定ボタンを操作部１０として、この操作部１０
に対して非接触で印刷を開始する。具体的には、治療等で用いられるカメラ（例えば、内
視鏡カメラ）を操作している最中にカメラで撮影した映像を印刷出力したい場合、プリン
タの印刷開始ボタンを直接触れることなく選択する場合に適用される。
【００３２】
　医療用電子機器１の操作パネルには、モニタや各種の機能選択ボタンが設けられている
。操作パネルの表面にはこれら各種ボタンが配置されている。例えば、各種設定の選択を
行う上下左右の矢印ボタンや、機能選択ボタン、決定ボタン（操作部１０）が設けられて
いる。操作パネルの各種ボタンは平坦な基板に弾性のあるスカート状の可変形部を介して
ボタン状の被押圧部が一体に成形されたキーボードスイッチパネルに取り付けられており
、図示しない前面パネル（筐体前面パネル）で覆われることで操作パネルが構成される。
ここで、キーボードスイッチパネルの決定ボタンに対応した操作部１０には接触スイッチ
１３が設けられており、操作部１０を直接触れての押下によって選択された旨の信号が制
御部１２へ送られるようになっている。
【００３３】
　非接触温度センサ１１は、操作部１０に対応して設けられている。非接触温度センサ１
１は、操作パネルの裏側に配置される。例えば、接触スイッチ１３が設けられるキーボー
ドスイッチパネルに設けられていてもよい。
【００３４】
　非接触温度センサ１１は、操作部１０から操作パネルの表面側、距離ｄの位置の物体の
温度を検出する。非接触温度センサ１１としては、例えば、赤外線を検出して温度に変換
するセンサが用いられる。したがって、操作パネルや操作部１０、操作パネル裏面の基板
など、赤外線を遮断しない材質のものが適用される。なお、赤外線を遮断する材質のもの
を用いる場合には、穴を開けて赤外線が非接触温度センサ１１まで到達できるようにして
おく。
【００３５】
　非接触温度センサ１１では、赤外線受光における焦点が合った位置（距離ｄ）の温度を
取得するタイプの物を使用する。本実施形態では、人の体温(例えば、３５℃～３７℃)前
後に対応した指の温度が範囲内となればよいので、特定の温度範囲として、０℃～５０℃
、測定誤差±０．５℃以内のものを使用する。また、小型の物を用いることでパネルの厚
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みへの影響を軽減する。
【００３６】
　非接触温度センサ１１は、測定対象の物体の温度を取得するが、外気温を計算に入れた
うえで温度を取得する。非接触温度センサ１１は、出力信号が制御部１２において有効／
無効を選択できるようになっており、キーボードスイッチパネルの接触スイッチ１３と並
列で使用できるようになっている。
【００３７】
　非接触温度センサ１１および接触スイッチ１３の出力信号線は制御部１２に並列で接続
され、各々制御部１２へ信号が送られることになる。
【００３８】
［動作の説明］
　図２に示す医療用電子機器１の操作パネルによって操作を行おうとした場合、操作者は
特定の温度範囲の物体を操作部１０に接近させる。ここでは、操作者の指とする。操作パ
ネルの操作部１０に接近してきた指に対して、非接触温度センサ１１が操作パネルの操作
部１０から数ｃｍ付近（距離ｄ）で、焦点の合った赤外線の受光を行い、受光した赤外線
に基づき温度を測定する。
【００３９】
　測定した温度の情報は出力信号線を介して制御部１２に送られる。制御部１２では、非
接触温度センサ１１で温度測定した対象物が操作者の指であるか判断する。判断方法とし
ては、先ず、操作部１０から一定の距離ｄの物体から放射される赤外線を受光し、一定の
受光量に達した段階で温度の測定を開始する。次に、物体から取得した温度情報から操作
を行う対象物かを判断する。判定の基準は一定温度の範囲内の対象物を認知し、かつその
温度情報がある一定時間経過したら、操作者の指であると判断し、検出した旨の信号を制
御部１２へ出力する。
【００４０】
　制御部１２は、非接触温度センサ１１から出力される検出した旨の信号を受けると、操
作制御信号を出力する。なお、上記の例では、非接触温度センサ１１によって測定した温
度および時間によって指であるか否かの判断を行っているが、この判断を制御部１２で行
ってもよい。この場合、非接触温度センサ１１は距離ｄにある物体の測定した温度情報を
制御部１２に送る。制御部１２では、非接触温度センサ１１から送られる温度情報が一定
の温度範囲で、かつ一定時間経過しているか判断し、これにより指であるか否かの判断を
行う。そして、指でないと判断した場合には信号を出力せず、指であると判断した場合に
操作制御信号を出力する。
【００４１】
［モニタへの適用例：複数の操作部への適用例］
　図３は、医療用電子機器として用いられるモニタへ本実施形態を適用した例を示す図で
ある。ここでは、モニタに表示されるソフトウェアボタン（アイコン）が操作部である。
図３に示す例では、操作Ａ～Ｄの４つの操作部１０ａ～１０ｄがソフトウェアボタン（ア
イコン）としてモニタに表示されている。各操作部１０ａ～１０ｄにはそれぞれ異なる操
作が対応付けされている。この各操作部１０ａ～１０ｄに対応して、各々非接触温度セン
サ１１ａ～１１ｄが設けられている。
【００４２】
　各非接触温度センサ１１ａ～１１ｄは、モニタの表示面の裏側の筐体内に組み込まれて
いる。各非接触温度センサ１１ａ～１１ｄは、操作部１０ａ～１０ｄが表示されるモニタ
の表面から距離ｄの位置の物体の温度を各々検出する。非接触温度センサ１１ａ～１１ｄ
としては、例えば、赤外線を検出して温度に変換するセンサが用いられる。
【００４３】
　非接触温度センサ１１ａ～１１ｄでは、赤外線受光における焦点が合った位置（距離ｄ
）の温度を取得するタイプの物を使用する。この赤外線受光の焦点の範囲を絞ることで、
非接触温度センサ１１ａ～１１ｄの各々の検出範囲が重ならないようになっている。これ
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により、操作部１０ａ～１０ｄと非接触温度センサ１１ａ～１１ｄとの対応付けが確実に
成されるようになっている。
【００４４】
　本実施形態で用いる非接触温度センサ１１ａ～１１ｄでは、人の体温(例えば、３５℃
～３７℃)前後に対応した指の温度が範囲内となればよいので、特定の温度範囲として、
０℃～５０℃、測定誤差±０．５℃以内のものを使用する。また、小型の物を用いること
でモニタの厚みへの影響を軽減する。非接触温度センサ１１は、測定対象の物体の温度を
取得するが、外気温を計算に入れた上で温度を取得する。
【００４５】
　非接触温度センサ１１ａ～１１ｄの出力信号線は制御部１２と接続され、制御部１２に
信号が送られることになる。制御部１２は、各非接触温度センサ１１ａ～１１ｄより出力
される信号に基づき、対応する操作部１０ａ～１０ｄに対応付けされた操作に応じた操作
制御信号を出力する。
【００４６】
［動作の説明］
　図３に示す医療用電子機器１のモニタによって操作を行おうとした場合、操作者は特定
の温度範囲の物体を所望の操作部１０ａ～１０ｄのいずれかに接近させる。ここでは、操
作者の指とする。モニタに表示される操作部１０ａ～１０ｄのいずれかに接近してきた指
に対して、非接触温度センサ１１ａ～１１ｄが操作部１０ａ～１０ｄから数ｃｍ付近（距
離ｄ）で、焦点の合った赤外線の受光を行い、受光した赤外線に基づき温度を測定する。
【００４７】
　測定した温度の情報は出力信号線を介して制御部１２に送られる。制御部１２では、非
接触温度センサ１１ａ～１１ｄで温度測定した対象物が操作者の指であるか判断する。判
断方法としては、先ず、操作部１０ａ～１０ｄから一定の距離ｄの物体から放射される赤
外線を受光し、一定の受光量に達した段階で温度の測定を開始する。次に、物体から取得
した温度情報から操作を行う対象物かを判断する。判定の基準は一定温度の範囲内の対象
物を認知し、かつその温度情報がある一定時間経過したら、操作者の指であると判断し、
検出した旨の信号を制御部１２へ出力する。
【００４８】
　制御部１２は、非接触温度センサ１１ａ～１１ｄから出力される検出した旨の信号を受
けると、信号を出力した非接触温度センサ１１ａ～１１ｄに対応する操作Ａ～Ｄに応じた
操作制御信号を出力する。
【００４９】
　なお、上記の例では、非接触温度センサ１１ａ～１１ｄによって測定した温度および時
間によって指であるか否かの判断を行っているが、この判断を制御部１２で行ってもよい
。この場合、非接触温度センサ１１ａ～１１ｄは距離ｄにある物体の測定した温度情報を
制御部１２に送る。制御部１２では、非接触温度センサ１１ａ～１１ｄから送られる温度
情報が一定の温度範囲で、かつ一定時間経過しているか判断し、これにより指であるか否
かの判断を行う。そして、指でないと判断した場合には信号を出力せず、指であると判断
した場合に操作制御信号を出力する。
【００５０】
　また、本実施形態では、モニタに表示される操作部１０ａ～１０ｄがソフトウェアボタ
ン（アイコン）であるため、操作部１０ａ～１０ｄと操作との対応付けが切り替えられる
ものである。したがって、制御部１２は、検出信号を出力する非接触温度センサ１１ａ～
１１ｄと、その非接触温度センサ１１ａ～１１ｄに対応する操作部１０ａ～１０ｄの現在
の操作の割り当てとから、操作部１０ａ～１０ｄに対応した操作の制御信号を出力するこ
とになる。
【００５１】
　図３に示す例では、操作部１０ａに操作Ａ、操作部１０ｂに操作Ｂ、操作部１０ｃに操
作Ｃ、操作部１０ｄに操作Ｄが割り当てられている。ここで、物体（ここでは指）が操作
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部１０ｃから距離ｄまで接近すると、非接触温度センサ１１ｃが物体の温度を測定する。
この測定した温度が特定の温度範囲内にあり一定時間経過すると指であると判断する。こ
の判断により非接触温度センサ１１ｃから制御部１２へ検出した旨の信号が出力される。
【００５２】
　制御部１２は、非接触温度センサ１１ａ～１１ｄと操作部１０ａ～１０ｄの操作Ａ～Ｄ
との現在の対応付けの情報を参照する。この対応付けの情報は、操作部（ソフトウェアボ
タン（アイコン））を表示するプログラムが利用するもので、モニタへの操作部の表示状
態ごとに設定されている。
【００５３】
　図３に示す例では、操作部１０ａに操作Ａ、操作部１０ｂに操作Ｂ、操作部１０ｃに操
作Ｃ、操作部１０ｄに操作Ｄが割り当てられている。したがって、非接触温度センサ１１
ｃから信号が出力されたことにより、制御部１２は、非接触温度センサ１１ｃの位置に対
応する操作部１０ｃに割り当てられた操作Ｃを認識する。これにより、制御部１２は、操
作Ｃを実行するための操作制御信号を出力する。ほかの操作部１０ａ、１０ｂ、１０ｄに
ついても同様である。
【００５４】
　上記操作部１０ａ～１０ｄと操作Ａ～Ｄとの対応付けはモニタの表示状態によって切り
替わることから、同じ操作部１０ｃに指が接近した非接触温度センサ１１ｃから制御部１
２へ信号が出力されても、そのときの割り当てに応じた操作が実行されることになる。
【００５５】
　なお、図３に示す例では、４つの操作部１０ａ～１０ｄに対応して４つの非接触温度セ
ンサ１１ａ～１１ｄが設けられている例を説明したが、４つ以外であっても同様に適用可
能である。
【００５６】
＜２．非接触温度センサの構成例＞
［焦点距離の設定例］
　図４は、非接触温度センサによる受光の焦点距離の設定例を説明する図である。非接触
温度センサ１１は赤外線センサから成り、外部から放射される赤外線を受光する。非接触
温度センサ１１の受光面側にはレンズＬが設けられている。レンズＬは例えばフレネルレ
ンズ等の回折レンズが用いられる。このレンズＬの焦点距離ｆが赤外線を検出する集光位
置となる。これにより、非接触温度センサ１１での赤外線の検出対象範囲を絞ることがで
きる。
【００５７】
　なお、レンズＬとして用いられるフレネルレンズは一例であり、他の種類のレンズであ
ってもよい。また、レンズＬの焦点距離ｆを調整できる機構を設けておくことで、物体ま
での検出距離（図１に示す距離ｄ）を調整することができる。
【００５８】
［距離による操作の制御例］
　図５は、非接触温度センサによる物体の検出位置に応じた制御例を説明する図である。
図５に示す非接触温度センサ１１は、赤外線受光部１１１と位置検出センサ１１２とを備
えている。非接触温度センサ１１から制御部１２には、赤外線受光部１１１での検出信号
と位置検出センサ１１２の検出信号とが出力される。
【００５９】
　赤外線受光部１１１は、物体（例えば、指）から放出される赤外線を検出して温度情報
を得る。また、位置検出センサ１１２は、物体の距離を検出するもので、対象物が近づく
と物体（例えば、指）から放出される赤外線の入射角度が変化することを利用し、物体ま
での距離を得る。
【００６０】
　図５に示す例では、物体（例えば、指）がＡの位置にある場合とＢの位置にある場合と
を検出している。非接触温度センサ１１は、物体（例えば、指）がＡの位置にある場合と
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Ｂの位置にある場合とで、赤外線受光部１１１で温度情報を取得するとともに、位置検出
センサ１１２で位置情報を取得する。
【００６１】
　制御部１２は、非接触温度センサ１１から出力される温度情報と位置情報とを得て、物
体（例えば、指）の位置に応じた操作制御信号を出力する。すなわち、非接触温度センサ
１１から物体（例えば、指）がＡの位置である旨の情報を出力した場合、測定温度が特定
の温度範囲内に一定時間あることを条件として、Ａの位置に応じた操作制御信号（Ａ）を
出力する。一方、非接触温度センサ１１から物体（例えば、指）がＢの位置である旨の情
報を出力した場合、測定温度が特定の温度範囲内に一定時間あることを条件として、Ｂの
位置に応じた操作制御信号（Ｂ）を出力する。
【００６２】
　このように、制御部１２が、物体（例えば、指）の位置に応じて制御信号を切り替えて
出力することで、同じ操作部に物体（例えば、指）が接近した場合でも、距離に応じて異
なる操作を制御できるようになる。
【００６３】
　なお、上記の例では、非接触温度センサ１１から制御部１２に温度情報と位置情報とを
出力して、制御部１２で温度および位置の判定を行ったが、非接触温度センサ１１で判定
を行い、判定結果を制御部１２に出力する構成でもよい。この場合、制御部１２は非接触
温度センサ１１から出力される判定結果の信号に応じて操作制御信号（Ａ）、（Ｂ）を切
り替えて出力する。
【００６４】
　また、上記では、物体の位置としてＡ、Ｂの２つのポジションについて操作の切り替え
を行う例を説明したが、同様な考え方で３つ以上のポジションについて判定して操作の切
り替えを行うことも可能である。
【００６５】
　また、図５に示す非接触温度センサ１１を図３に示す複数の非接触温度センサ１１ａ～
１１ｄに適用すれば、物体（例えば、指）の平面位置による操作の切り替えとともに、奥
行き方向による操作の切り替えを行うことができ、３次元的なポジションによる操作の切
り替えが可能となる。
【００６６】
＜３．医療用電子機器の制御方法＞
［基本的な制御方法の例］
　図６は、本実施形態に係る医療用電子機器の制御方法の基本的な流れを説明するフロー
チャートである。なお、以下の説明で図６に示されない符号は図１を参照するものとする
。先ず、物体（例えば、指）が操作部１０に接近すると非接触温度センサ１１で温度の測
定を行う（ステップＳ１０１）。なお、非接触温度センサ１１は常に温度測定を行ってい
ても、物体までの距離が所定の距離ｄになった際に温度測定を行ってもよい。
【００６７】
　次に、測定した温度が特定の温度範囲内であるか否かを判断する（ステップＳ１０２）
。この判断は非接触温度センサ１１で行っても、制御部１２で行ってもよい。特定の温度
範囲内に入っていない場合にはステップＳ１０１へ戻る。一方、特定の温度範囲内に入っ
ている場合には、特定の温度範囲内で一定時間経過したか否かを判断する（ステップＳ１
０３）。この判断は非接触温度センサ１１で行っても、制御部１２で行ってもよい。
【００６８】
　特定の温度範囲内で一定時間経過していない場合、すなわち、一定時間経過前に特定の
温度範囲から外れた場合にはステップＳ１０１へ戻る。一方、特定の温度範囲内で一定時
間経過した場合、制御部１２から操作制御信号を出力する（ステップＳ１０４）。
【００６９】
　このように、特定の温度範囲内で一定時間経過した場合に操作制御を行うことで、物体
（例えば、指）によって操作部１０を選択したことを確実に判別し、的確な操作制御を行
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うことができるようになる。
【００７０】
［距離による操作の制御方法の例］
　図７は、本実施形態に係る医療用電子機器の制御方法における距離による操作の制御方
法の例を説明するフローチャートである。なお、以下の説明で図７に示されない符号は図
１を参照するものとする。
【００７１】
　先ず、対象物（例えば、指）が操作部１０に接近すると（ステップＳ２０１）、対象物
までの距離を計測する（ステップＳ２０２）。距離の計測は、図５に示す位置検出センサ
１１２で行う。
【００７２】
　次に、計測した対象物までの距離が予め設定された所定の距離であるか否かを判断する
（ステップＳ２０３）。この判断は非接触温度センサ１１で行っても、制御部１２で行っ
てもよい。所定の距離でなければステップＳ２０１へ戻る。一方、所定の距離である場合
、対象物の温度を非接触温度センサ１１で検出する（ステップＳ２０４）。
【００７３】
　次に、測定した温度が特定の温度範囲内であるか否かを判断する（ステップＳ２０５）
。この判断は非接触温度センサ１１で行っても、制御部１２で行ってもよい。特定の温度
範囲内に入っていない場合にはステップＳ２０１へ戻る。一方、特定の温度範囲内に入っ
ている場合には、特定の温度範囲内で一定時間経過したか否かを判断する（ステップＳ２
０６）。この判断は非接触温度センサ１１で行っても、制御部１２で行ってもよい。
【００７４】
　特定の温度範囲内で一定時間経過していない場合、すなわち、一定時間経過前に特定の
温度範囲から外れた場合にはステップＳ２０１へ戻る。一方、特定の温度範囲内で一定時
間経過した場合、制御部１２からステップＳ２０２で計測した距離に応じた操作制御信号
を出力する（ステップＳ２０６）。
【００７５】
　このように、特定の温度範囲内で一定時間経過した場合に操作制御を行うことで、物体
（例えば、指）によって操作部１０を選択したことを確実に判別し、的確な操作制御を行
うことができるようになる。また、物体（例えば、指）の操作部１０からの距離に応じて
異なる操作制御信号を出力し、距離に応じた操作を指示することができるようになる。
【００７６】
　上記説明したように、操作部１０に直接触れることのないユーザインタフェースを医療
用電子機器が備えることで、衛生的な環境に適した装置を提供できることになる。また、
非接触温度センサ１１を用いることで、簡単な構成でありながら、より限りなく人間に近
い指だけを認識し、機器制御を行うことができるようになる。
【符号の説明】
【００７７】
　１…医療用電子機器、１０…操作部、１１…非接触温度センサ、１２…制御部、１３…
接触スイッチ
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